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（呂　的）
シールドトンネルの断面は，構造力学上最も安定した形状であることから円形断面が主流となっ
ている。

しかし，近年では都市の過密化に伴って地下埋設物が福榛化してきたため，下水道管渠の建設に
おいても，狭小道路における大容量下水道管渠の築造，下水道特有の所定菅渠勾配による埋設深度
の制約および既設構造物との離隔の碓保など，限られた地下空間を有効に利用するための技術の開
発が要請されてきている。任意断面シールド工法は，このようなニーズに応えるために開発された
もので，必要に応じて，矩形，楕円形，馬蹄形など任意の断面のシールドトンネルを築造するため
の技術である。
平成7年度は，平成5年度に策定した「設計マエェアル（案）」を成案とするために，習志野市
で実施された矩形断面の工事において，実証確認を行った。

（結　果）
実証確認の結果，次のことが確認された。
1）切羽の安定性

チャンバー内の泥土圧は，切羽ゐ安定をはかる上で巌も登要な要素である。実際の掘進におけ
る泥土圧は，本工事で設定された掘進管理土圧にほぼおさまり良好な結果が得られた。地盤変状
についても後続沈下で最大10mm程度に留まっている。
2）　シし－ルド掘進性能
カッタートルクはカッター回転半径が小さいため，従来の円形シールドより小さくなることが
確認できた。シールドジャッキの推力，推進速度についても円形断面の泥土圧シ…ルドと比較し
て大きな差巣は認められず，平行リンク機構を用いた本シールドの掘進機能に，特に問題となる
点は認められなかった。
3）　シ…ルドの姿勢制御および方向制御
シ八一ルドの激動制御のうち，ローリングの制御はリ1コ…リング修正ジャッキによって，容易に
修正できることが確認された。ピッチングおよびヨ…イングの制御は∴　セン…ルドジャッキの選択
によりて可能であることが確認された。曲線施工は，中折れ機構五滴「…パーカット機構を適宜線
形に食わせて用いることで，R㌫70mの牒率曲線およびRご紺mの腸線も線形通りに施工でき，
円形シ・…ルドと同様な曲線施工性能が確認できた。
4）惑込注入機構
本工事における蔑込め注入は，シールド頂都の同時注入管からの同時注入方式で実施した。そ
の結果，藩込め材もセグメント全周にほぼ均等に充嘱されており，シ…ルド通過後の地表面沈下
もほとんど発生していないことから，矩形断面シールドの裏込め注入も円形シーリレドと同様な同
時注入方式によって，対処できることが確認された。
5）　セグメント組立性能
矩形断面では，セグメントの種類や分割数が円形断面より多いことから，組立時間は良くなる
ことが確認された。今後は，作業員の習熟の度合いによって短縮されるものと思われる。エレク
タ｝叶などのセグメント組立機構は，当初装備されたもので十分な機能を有することが確認された。
6）一次覆工の安全性
セグメントに土圧計，鉄筋計を設置し，セグメントに働く土圧や応力を計測した結果，設計で
想定された荷重や応力度内におさまっており，一次覆工の安全性を確認できた。
7）二次覆工
二次覆工は，インバートと上部を分けて打設した。項部が円弧状の矩形断面であることから1
日1回の打設が可能であった。
以上，矩形断面泥土圧シールドによる往路及び復路の一次覆工については言順調に掘進を完了
し，現在二次覆工を施工している段階である。今後，一次覆工及び二次覆工の各種データを踏ま
え，最終的な設計マニュアルを策定する予定である。
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